ルツ セは はじめ 千 名の 工夫 をつ かって 工事に か、 り 

ましたが、 もとく この 地方 一たい は、 マラリア だの 

くわう しょくね つ 

黄色 熱 だのと いふ おそろしい 熱病の はやると ころで、 

その 千 人の 工夫 も、 黄色 熱に かゝ つて 一 年 足らずの 間 

に 全部 死んで しま ひ、 つぎに 補充した 千 名 も 一 年た、 

ない うちに またす つかり 死んで しま ひました。 百 人の 

うち 六十 九 人が 一 どに ゎづら つて、 ころりと 死ぬ こと 

が あるので すから たまりません。 ルツ セ はとう/ \ 五 

万人 近くの 工夫 を 殺し、 五 億円 以上の 経費 を 使った あ 

げくに、 手 も 足 も 出 なくなって なげ 出して しま ひまし 

た。 



の 船が みんな 立ちぐ されに なった とい ふ 実例 も ありま 

す。 千 九 百 四 年に は インド だけで も マラリアで 百万 人 

もの 死人 を 出しました。 

中で も パナマ 地方 は、 雨の 多い ところな ので、 沼 や 

流れが 多い 上に、 大木の 森林が ひろがりつ、 V いて をり、 

草 なぞ も、 おそろしく のび しげる ので もって、 いたる 

ところに くさり 水が たまる ので、 蚊の ゐる こと、 言つ 

たら、 たいへんな ものでした。 そんな わけです から、 

運河の 大西洋 口の 起点の 近くに ある コロンと いふ 町に 

ついて 言っても、 そのころ 人口 一万ぐ らゐ だった その 

町に、 墓の 数が 十五 万 もあった のです からお どろき ま 



す。 或と き パナマに 駐在して ゐる フランスの 領事が、 

ルツ セの 部下の 機械 技師に 服 を 買 つてと、 V けて やり、 

ごさんく わい い 

あす それ を 着て 午餐会に 出て お出でと つたへ たと ころ、 

うち 

技師 は その 曰の 中に 黄色 熱に かゝ り、 朝の 三時に はも 

う 死んで ゐ たとい ふ 哀話 もの こって ゐ ます。 

マラリア は、 むかし イタ リャ でも ひどく はやった も 

ので、 あの 強大な 口 ー マ 帝国が ほろびた の も 一 つ はこ 

の 病気が 多くの 人 を 殺した からだと 言 はれて ゐ ます。 

マラリア は 蚊が 媒介す るの だとい ふこと は、 すでに 千 

四百 年 もまへ に 何 かの 本に 出て ゐる とも 言 ひ、 少 くと 

も 今から 七十 三年 前に、 早く それ を 主張した 医者が ゐ 



どんく 繁殖し、 俗にお こりと いふ、 一定の 時間 をお 

いて は、 ひどい 熱の 出る 苦しい 病気 を 出させる のです。 

ロッス 少佐の その 発見に ついては、 永い 苦心談 も ある 

のです が、 それ はわ づら はしい ので ひかへ ます。 

ところが、 ふしぎな ことに、 たま/^ この 発見が 報 

告 された ぢき あとで、 米西戦争で キュバ 島に 出征 中の 

アメリカの 軍医の リ— ドと いふ 人が、 黄色 熱に ついて、 

それが やはり ステゴ ミィァ とい ふ 一 種の 蚊から つた は 

る こと を 発見し ました。 その 病菌が、 どんな 生物に 寄 

生して 蚊のから だの 中にはい るの か、 それ は、 今 もつ 

て わからな いのです が、 ともかく ステゴ ミィァ を さ へ 



避け または 殺しつ くせば、 黄色 熱 を 根絶 させ 得る こと 

がわかった のです から、 それだけ でも、 人間の 幸福の 

上に 重大な 意味 を もって ゐ るの はいふまで も ありませ 

ん。 

リ— ド氏は 四 五 人の 同僚と 一 しょに、 病気の 調査に 

キュバ へ 出張して ゐ たのです が、 その 中の 一人の ラ 

ヂ— ァと いふ 人 は、 その 島で なくなりました。 そこで 

リ ー ド氏 は、 じぶんた ちの 研究 をつ、 V けて ゐる 建物に、 

ラヂ— ァ廠 舎と いふ 名 をつ けて、 死んだ 同僚の 記念 

にして ゐ ました。 

リ— ド氏 は、 ステゴ ミィァ が 黄色 熱 を 媒介 するとい 



は、 そんなき たない 考 から 出立した ので はあり ませ 

ん、 金 なぞ は 一 さい もら はない 条件なら ばお ひきうけ 

します と、 二人 はふり かへ つて 言 ひました。 リ ー ド氏 

は、 顔 を 赤らめて 直立し、 帽子 をぬ いで、 

「紳士た ちょ、 私 は 二人に お礼 をい ひます ごと 言つ 

て 頭 を 下げました。 兵卒の こと は、 だれでも、 た K 

「マン」 と 言って 「ゼン トル マン」 と は 言 はない のです。 

この 二人の 勇者の ぎせいの おかげで リ— ド 氏の 研究が 

すっかりた しかめられ たのです。 二人とも、 そのため 

に 死んだ かどう か、 そこ ははつ きりして ゐ ません が、 

要するに、 人間 全たい のために は、 神 さまに ひとしい、 



を ふせぎに か、 りました。 いふまで もな く、 蚊 はきた 

ない 水の 中に 卵 をう むので す。 石油 を 流す と、 それが 

卵から かへ つた 幼虫の 呼吸器の 中にはい リ、 いきがつ 

ま つて 死んで しま ふわけ です。 

リ— ド氏 はこの 大地 帯の 中に 工夫 たちのか たまって 

ゐる村 を 四十 か 所に 作りました。 そして、 そのす ベて 

の 家々 に は、 窓へ すっかり 金網 を 張らせ、 水の はいつ 

てゐる ものに は 一 々ふた を させました。 それから 工夫 

たち を はこぶ 列車に もこと，^ く 金網 を はらせました _ 

それと 同時に、 各 村 ごとに 健康診断 をして ま はる 医者 

隊、 こ はれた 窓 や 金網の やぶれ をな ほして あるく 隊、 



いて 幅 五 百 フィ— ト、 長さ 七 マイル、 海面から 八十 五 

フ \ -— ト ある 水路 を 作り、 下の 方へ 三 区劃の 水門 を こ 

しらへ て、 船が その 中へ はいると、 水 を ふやして、 つ 

ぎの たかい 水面へ おくりこ むと いふ 仕組みに して、 た 

かい 水路 を もらく/^ と 通過させる ことに 成功し まし 

た。 

しゅんで いき 

全 工事に 動いて ゐる 機関車が 五 百 台、 浚 泥 機 百 台、 

トラック、 ポンプ、 エレ ヴェ イタ—、 起重機 各 五 千、 

それでもって、 どん/ \ 谷 を うづめ、 山 を ほりく づし 

どろ 

たもので、 海へ はこび 出した 泥 や 土 や 岩石 は 総計 二十 

億 トンと 計上され てゐ ます。 大佐 はかう して 十 年間の 



苦心の すゑに、 開 さくの 大工 事 を りっぱに なしとげ ま 

した。 これで ョ— 口 ツバの 諸 港から 北アメリカの 太平 

洋 海岸へ 来る 船 も、 その 海岸から ニュ— ョ ー ク へいく 

のに も、 わざ/^ 南アメリカの 南端 を ま はらないです 

む やうに なった ので、 けっきょく 約 四千 マイル だけ 航 

路が はぶけ る ことにな つたので す。 その 一ばん の 功労 

者の ゴ— ガス 大佐 は、 小さい ときに お 父 さまになくな 

られ、 貧しい 母の 手 一 つで、 食 ふや 食 はずの つらい 目 

を 見て 成人した 人でした。 
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